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施肥対応オートレイン 
サブタイマー付 

ＬＦ２Ｄ－１００Ｓ、ＬＦ２Ｄ－２００Ｓ 
 

取扱説明書 
 
 

このたびは弊社オートレインをご購入頂き誠にありがとうございます。 
本製品は時計文字盤に設定子を差し込み、サブタイマーの時間を設定することで、任意 
の時刻に設定した時間だけ出力を行います。出力は水用と施肥用の２系統があります。 

オートレインの機能を理解し正しくお使い頂くため、この取扱説明書をよくお読みの上 
ご使用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周波数は６０Ｈｚに合わせてあります。５０Ｈｚ地区でご使用の場合は「外形寸法」の項を

参考に変更してください。 

 

スナオ電気株式会社 
静岡県浜松市中央区下石田町１４９５ 

                       ＴＥＬ ０５３－４２１－２２８１（代） 
                        ＦＡＸ ０５３－４２２－０９８８ 

URL https://www.sunao.co.jp 

 

＜注意＞ 

取り扱いを間違えると 

破損します。 

 

マイクロスイッチの破損を防

ぐために、設定子がマイクロス

イッチ付近にある状態では、設

定子の抜き差しを行わないで

ください。抜き差しを行う場合

には、時計文字盤を右回しし

て、設定子をマイクロスイッチ

付近から離した状態で行って

ください。 

マイクロスイッチ 

白色設定子：水用 
赤色設定子：施肥用 

 
＜注＞白色設定子（水

出力）で動作している

間は赤色設定子（施肥

出力）を受け付けませ

ん。また、赤色設定子

（施肥出力）で動作し

ている間は白色設定

子（水出力）を受け付

けません。 
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下記に取扱上の重要な事項を列記しましたので内容を十分ご理解のうえご使用ください。 

感電及び機器の損傷防止のため次の事項を守ってください。 
１．水がかからないようにしてください。 
２．危険ですので濡れた手では絶対に触らないでください。 
３．元電源には漏電ブレーカー等を必ず使用してください。 
４．タイマーの取付け、修理などの場合は元電源を切ってから行ってください。 
５．購入品の電源電圧と接続する電源電圧に間違いの無いことを確認の上接続して 

ください。 
６．出力には過大電流が流れないよう仕様に記載の範囲でご使用ください。 
７．前面カバーは取付けておいてください。 

         ８．直射日光の当たる場所でのご使用は避けてください。 
         ９．電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。 

 

● 各部の名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 端子接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイマー指針 
（現在時刻位置） 

時計文字盤 

赤・白色設定子 

起動スイッチ 

出力時間設定 
スイッチ（施肥側） 

出力時間設定 
スイッチ（水側） 

自動/切スイッチ（施肥側） 自動/切スイッチ（水側） 

サブタイマー表示 
（出力時間表示） 
（水側） 

サブタイマー表示 
（出力時間表示） 
（施肥側） 
 

端子台 

負荷電流または突入電流が出力定格を超える

場合や、ポンプ、モーター等を接続する場合に

は、必ず電磁開閉器を使用してください。 

マイクロスイッチ 

入力 
電源 水電磁弁 

肥電磁弁 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

AC100V 
または 

AC200V 

電源   水   施肥 

水ポンプ 

 

電磁開閉器 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

肥ポンプ 

 

電磁開閉器 
入力 
電源 

AC100V 
または 

AC200V 

電源   水   施肥 
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● 施肥パターンの設定方法 

1)本機は液肥による施肥機能が搭載されており、施肥の方法について設定する必要があります。

この設定を行うと、次に施肥パターンを変更するまで同じパターンで施肥を行います。 

施肥の動作には、次の３つのパターンがあります。 

＜注＞開始時刻毎に施肥のパターンを変えることは出来ません。 

 
パターン１          パターン２            パターン３ 

 

 

 

 

 

 
     かん水の間に時間差で     施肥の始めと終わりに       水は出しません。 

施肥を行います。       水のみ出します。         施肥のみを行います。 

 

2) 設定方法 

 (1) パターン１またはパターン２を選ぶ場合（水出力を使用する場合） 

パターン番号と施肥動作前後の遅延時間を設定する必要があります。 

                 a.起動スイッチを３秒以上長押しします。 

b.水側の出力時間表示窓に現在設定されているパターン

が表示されます。購入時には、「 １」（パターン１）が

表示されます。出力１側の▲または▼スイッチを押して、

「 １」（パターン１）または「 ２」（パターン２）を

選択します。 

c.起動スイッチを押すと、水側に前遅延時間が、施肥側に

後遅延時間がそれぞれ表示されます。購入時には、前遅

延時間「３０．」（３０秒）、後遅延「３０．」（３０秒）

がそれぞれ表示されます。 

                 d.▲または▼スイッチを押して、前遅延時間および後遅

延時間を設定します。遅延時間が不要の場合は、「００．」

にしてください。 

                 e.最後に起動スイッチを押して初期設定が完了します。*1 

 

 (2) パターン３を選ぶ場合（水出力を使用しない場合） 

パターン番号のみを設定する必要があります。 

                 a.起動スイッチを３秒以上長押しします。 

b.水側の出力時間表示窓に現在設定されているパターン

が表示されます。購入時には、「 １」（パターン１）が

表示されます。水側の▲または▼スイッチを押して、

「 ３」（パターン３）を選択します。 

c.前遅延時間および後遅延時間の設定はありません。起動 

スイッチを押して初期設定が完了します。*1 

 

 ＜注＞*1 何も操作をしないで約３秒経過すると、表示が早い点滅をします。更に約３０秒 

経過すると通常の表示に戻ります。それまでの設定は保存されます。 

 

 
b 

c, e 

c 

a 

d 

 
 

b 

a, c 

設定
時間

水

施肥

設定
時間

水

施肥

設定
時間

水

施肥
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3) 施肥パターン設定時における前遅延と後遅延について 

 

パターン１の動作時間    パターン２の動作時間    パターン３の動作時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) パターン１・２選択の特殊設定について 

 

施肥出力に設定するかん水時間が、前遅延時間や後遅延時間より短い場合は、正しく出力 

動作出来ない場合がありますのでご注意ください。その一例を紹介します。 

 

例．設定時間２０秒、前遅延時間１０秒、後遅延時間 

１５秒の場合、 

前遅延時間１０秒、設定時間０秒（施肥出力無し）、 

後遅延時間１０秒（時間短縮）となります。 

 

例．設定時間２０秒、前遅延時間２５秒、後遅延時間 

５秒の場合、 

前遅延時間２０秒（時間短縮）、設定時間０秒 

（施肥出力無し）、後遅延時間０秒（水出力 

無し）となります。 

 

5) 動作例 

施肥パターンをパターン２、前遅延１０秒、後遅延２０秒を設定した場合、 

 

   施肥側      設定時間１分の時  施肥側     設定時間５分の時 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注＞施肥パターン設定時に設定したパターン、前遅延時間、後遅延時間は、再度施肥 

パターン設定を行うまで保持されています。 
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● サブタイマーの説明 

１．設定出来る時間は１秒から９９分までになります。（ ）は時間表示の内容を表します。 
・１秒（０１．）   ～５９秒（５９．）まで、   １秒単位で設定可能 
・１．０分（１．０）～９分５０秒（９．５）まで、１０秒単位で設定可能 
・１０分（１０）  ～９９分（９９）まで、   １分単位で設定可能 

  ２．小数点の位置と有無により、設定時間の区別が出来ます。 
  ３．動作中は表示が点滅します。切（ｏＦ）の場合は、設定時刻になっても出力しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 

● タイマーの設定方法 
 
＜基本的な使い方１＞ ＜注意＞マイクロスイッチ付近では設定子の抜き差しを絶対に行わないでください。 
例．８時に水出力を３０分、１２時にパターン１で施肥出力を５０分出力させる場合（前遅延時

間５分、後遅延時間１０分とする）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．白色設定子（水用）を時計文字盤の８：００に、赤色設定子（施肥用）を１２：００に差し

込みます。 

２．施肥パターンの設定方法の項を参照して、パターンおよび前遅延時間、後遅延時間をそれぞ

れ「 １」、「５．０」、「１０」に設定します。 

３．水側の出力時間設定スイッチ▲▼で「３０」を表示させ、施肥側の出力時間設定スイッチ▲

▼で「５０」を表示させます。 

４．時計文字盤を右方向に回して、タイマー指針の位置に現在時刻を合わせてください。これ 

で設定完了です。設定した時刻になると出力を行います。 
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＜基本的な使い方２＞ ＜注意＞マイクロスイッチ付近では設定子の抜き差しを絶対に行わないでください。 
例．８時に水出力を３０分、１２時にパターン２で施肥出力を５０分出力させる場合（前遅延時

間５分、後遅延時間１０分とする）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．白色設定子（水用）を時計文字盤の８：００に、赤色設定子（施肥用）を１２：００に差し

込みます。 

２．施肥パターンの設定方法の項を参照して、パターンおよび前遅延時間、後遅延時間をそれぞ

れ「 ２」、「５．０」、「１０」に設定します。 

３．水側の出力時間設定スイッチ▲▼で「３０」を表示させ、施肥側の出力時間設定スイッチ▲

▼で「５０」を表示させます。 

４．時計文字盤を右方向に回して、タイマー指針の位置に現在時刻を合わせてください。これ 

で設定完了です。設定した時刻になると出力を行います。 

 

 
 
＜ワンポイント・アドバイス＞ 
・本製品は希望する時刻に差し込んだ設定子が、左上のマイクロスイッチをＯＮさせること 
 で出力を開始します。電源投入時または出力終了時にマイクロスイッチが設定子により 

既にＯＮされていた場合は、その出力は行いません。（例．設定子の間隔６０分で出力 
時間が６０分に設定されている場合は動作しません。）また、マイクロスイッチの検出 
のタイミングにはバラツキがあります。設定子の間隔６０分で動作させたい場合は、出力 
時間を５０分以下に設定しておくことをお勧めします。 

 
・本製品は誤動作防止のため、一度マイクロスイッチのＯＮを検出しますと、しばらくの間 

次のマイクロスイッチＯＮを検出しないようになっています。時計文字盤を手で回して強制 
的に現在時刻を変えるなど、すぐにもう一度動作させたい場合には、自動/切スイッチを 
押してください。水側を動かしたい場合は左側のスイッチを、施肥側を動かしたい場合は 
右側のスイッチを押します。表示が「ｏＦ」になり、一時的にこの誤動作防止機能を解除 
することが出来ます。もう一度自動/切スイッチを押すとサブタイマーの表示に戻り、マイ 
クロスイッチを検出できる状態になります。 
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＜基本的な使い方３＞ ＜注意＞マイクロスイッチ付近では設定子の抜き差しを絶対に行わないでください。 

例．８時と１１時に水出力を３０分、９時と１２時にパターン３で施肥出力を５０分出力させる

場合。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．白色設定子（水用）を時計文字盤の８：００、１１：００に、赤色設定子（施肥用）を９：

００、１２：００に差し込みます。 

２．施肥パターンの設定方法の項を参照して、パターンを「 ３」に設定します。 

３．水側の出力時間設定スイッチ▲▼で「３０」を表示させ、施肥側の出力時間設定スイッチ▲

▼で「５０」を表示させます。 

４．時計文字盤を右方向に回して、タイマー指針の位置に現在時刻を合わせてください。これ 

で設定完了です。設定した時刻になると出力を行います。 

 

 

 

＜その他の機能と注意事項＞ 

１．白色と白色、赤色と赤色設定子の間隔は、必ず４５分以上あけるように設定してください。

４５分未満では正常に動作しません。 
２．白色設定子（水用）による水出力中は、赤色設定子（施肥用）による施肥出力動作を受け付

けません。また、赤色設定子（施肥用）による施肥出力中は、白色設定子（水用）による水

出力動作を受け付けません。 
３．使用しない設定子は、時計文字盤から外して保管するようにしてください。 
４．設定子で設定した時刻に出力させたくない場合は、自動/切スイッチを押して「ｏＦ」表示 

にしてください。再度スイッチを押すと時間表示に戻り、設定した時刻に出力します。 
５．起動スイッチは、１回だけ施肥パターン出力を行うための機能です。すぐに出力させたい 

場合や、出力動作の確認を行いたい場合に押してください。また、水側を起動したい場合は、

施肥側の自動/切スイッチを押して「ｏＦ」表示にしてください。逆に施肥側を起動した

い場合は、水側の自動/切スイッチを押して「ｏＦ」表示にしてください。どちらも自動

（数字の表示）の場合は、施肥パターン出力が優先されます。また、どちらも「ｏＦ」表

示の場合は何も行いません。 
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● 仕様 
品   名 オートレイン 
形   番 ＬＦ２Ｄ－１００Ｓ（ＡＣ１００Ｖ電源用） 

ＬＦ２Ｄ－２００Ｓ（ＡＣ２００Ｖ電源用） 
２４時間タイマー シンクロナスモーターによる駆動 
サ ブ タ イ マ ー マイクロコンピューターによる制御 
出   力 接点出力（１ａ×２回路） 
出 力 定 格 抵抗負荷 ＡＣ２５０Ｖ ７Ａ 
最小設定時間間隔 ４５分 
停 電 補 償 ２４時間タイマー：無し 

サブタイマー設定：１０年間 
電   源 ＡＣ１００Ｖ又はＡＣ２００Ｖ（±１５％） 

５０Ｈｚ/６０Ｈｚ（製品裏面で手動切替え） 
動 作 周 囲 温 度 －１０℃ ～ ５０℃ 
動 作 周 囲 湿 度 ３５％ＲＨ ～ ８５％ＲＨ（結露しない事） 
外 形 寸 法 縦×横×高さ ＝ １５０×９６×７０（ｍｍ） 
質   量 約５３０ｇ 
付 属 品 取付けビス（３．１×１６）３本、 

白色設定子３本、赤色設定子３本 

● 外形寸法・取付寸法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 製品保証 
１．正常な使用状態による故障についてはお買い上げの日から１ヵ年間無償修理致します。 
２．保証は製品単体とし、生産物等は含みません。 
３．次の場合は保証期間中でも有償修理となります。 
 イ）使用上の誤り、お客様の改造等による故障 
 ロ）落下等による破損、故障 
 ハ）その他自然故障以外の故障 

 

本体裏面のサイクル切替え用溝に（－）

ドライバーを入れて切替えてください。 
右図は５０Ｈｚで使用する場合 

 


